
 

フレッシュにスタートしよう 

この写真は金鵄祭２日目。快晴の夏空

に第 76回金鵄祭のモニュメントと北信

越大会などに進出をはたした班活の諸君

の活躍を顕彰する懸垂幕が晴れ晴れと飾

られています。7月までの皆さんは正に

刮目に値する活躍でした。仲間たちと共

に成果を喜び合う皆さんの顔は喜びに輝

いていました。 

今こそ大きなまとめを総括して、全員

がフレッシュにスタートできるよいチャ

ンスです。そのようなけじめのある集中

力が将来良い結果をもたらします。 

 

K ウィズコロナの時代です 

コロナウィルス感染症については、５類感染症移行後も引き続き基本的な感染対策を継続している

ところですが、７月に入り県内の複数の高校で、文化祭後に多くの生徒が欠席し、臨時休業（学校閉

鎖）となっている状況が続いています。本校ではそのような感染はおきませんでしたが、他校の例で

は体育館等で全校生徒が集まる前夜祭等を行った際、長時間換気を行わず活動を行っていたり、体調

が良くない生徒が無理をして登校し、他の生徒と活動を行っていたりして感染が広がりました。 

 体育館や教室等の広く天井の高い部屋であっても、常時（困難な場合は 30 分間隔で）２方向の窓

を同時に開けて換気を行うことや、健康観察を確実に行い、体調が良くない生徒がいた場合には、マ

スクの着用し、状況によっては帰宅や通院をすることが大切です。 

アフターコロナではなく、ウィズコロナ。引き続き感染症には注意しましょう。 

 

K 生徒が主体性を育む交流会  

生徒が自ら主体性を育むことを目的として、県内高校生が大学生ピア・サポーターとともに、

学校の枠を超えて語り合い、交流する会が９月に塩尻市で開催されます。この会では県内の高

校生が一堂に会し、身近な問題について議論して解決策を考えます。ここ

で考えられた解決策は長野県議会に共有されます。他校の高校生と議論を

交えて交流する良いチャンスです。参加は無料。 

期   日：令和６年９月７日（土）10:00～16:30 

会    場：塩尻志学館高等学校  ※会場までの交通費は自己負担。 

応募要件：県内の高等学校に在籍する高校生 

申し込み URLはこちら：https://forms.gle/SQVyhPgVYdBz4czK7 

申込み締切り：８月 26 日（月） 

  テ ー マ：若者の県外流出の実情 10代の政治参加の実際 小中高生にとって必要な施設とは 

       県内の中等教育（高校）・高等教育に求めるもの 若者のための地域交通の姿 他 

令和６年度 保護者・生徒・地域の皆さんへ 

長野高等学校 学校長だより 
（「学校長だより」はホームページにも掲載しています。） 

令和６年 

No.４ 

 

７月 10日（水） 



 K 信州大学で高校生の先取り履修が可能です 

信州大学では高校生が受講できる時間帯やオンデマンドのシステム

を使って大学の講義を聴講し、単位を修得できる科目履修生を募集し

ています。修得した単位は信州大学に入学した場合は卒業単位の一部

として利用することができます。 

授業は東洋史概論、古典文学史、STEAMもの

づくり入門など、とても興味を引く内容になっ

ています。右の QRコードから大学のＨＰをご

覧ください。前期後期の学期ごとに募集され、

１単位 4,700円かかります。６年度後期分の締

め切りは７月 29日。希望者は教頭先生まで申

し出てください。 

K 信州つばさプロジェクト 

 県教委がすすめる高校生向けの海外プロジェクト。夏休み前に次の

ようなプログラムの募集が始まります。海外での多様な経験と、自ら

考え行動できるような体験の機会が提供されます。海外渡航経験のな

い高校生も「海外留学最初の一歩」を踏み出すチャンスです。 

【全日制】11日（木）全校集会 12日（金）AMカ 13日（土）土曜セ 

ミナー 22日（月）～懇談週間 29日（土）中学生体験入学 

【定時制】16日（火）～保護者懇談会基礎力テスト 23日（火）全体 

書道班１年目黒さんの作品  集会 24日（水）～夏季休業  

 

 

←「どこまでも」美術班２年小川君の作品 

 

生徒の皆さんは、この学校長だよりを読んだあ

と、保護者の方に渡してください 

プログラム 人数 

①  芸術コース（オーストリア） 20名 

②  グローバル・インターンシップコース（マレーシア） 20名 

③  SDGs探究コースⅠ（台湾） 20名 

④  SDGs探究コースⅡ（カンボジア） 30名 

合 計 90名 

・校内では金銭の管理をきちんとするこ

と。バッグに残してその場を離れるこ

との無いようにしてください。 

・必要以上の現金を所持しないこと。学

校に持ってきた場合は教員に預けてく

ださい。 

・不審な状況に出会った場合は教員に知

らせるほか、無闇に手に取ったりせず

できるだけ現状を保存してください。 


